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人 口 と 世 帯 数

男　　　5  , 790人

女　　　6  , 1 24人

計　　11,914 人

世 帯数　2,649 世帯

47. 5- ｰ 現 在

「

お
く
の
ほ
そ
道
白
然
歩
道
」
を
利
用
し
ま
し
上
う

若

葉

の

候

歩

こ

う

会
（
青
年
学
級
）

五
月
七
日
、
す
ば
ら
し
い
天

気
に
恵
ま
れ
て
、
俟
ら
青
年
学

級
生
は
、
奥
の
細
道
厚
樫
道
の

一
部
、
石
磴
田
の
山
中
を
元
気

に
歩
い
た
。
石
磴
田
供
養
塔
付

近
か
ら
山
に
登
り
始
め
、
厚
樫

山
に
下
る
コ
ー
ス
の
途
中
で
、

混
食
を
と
っ
た
り
ワ
ラ
ビ
を
採

っ
た
り
、
新
緑
に
染
ま
る
よ
う

な
一
日
で
あ
っ
た
。

遠
い
昔
、
藤
原
泰
衙
と
源
頼

朝
の
戦
い
の
場
で
あ
っ
た
と
言

伝
う
山
中
は
、
今
は
林
道
が
切

ら
れ
、
山
菜
採
り
ら
し
い
車
が

路
傍
に
駐
め
て
あ
っ
た
り
す
る

二
重
濠
で
有
名
な
厚
樫
山
付
近

も
、
桑
園
が
造
成
さ
れ
た
り
、

林
道
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
り

、
ま
た
近
い
う
ち
に
は
高
速
道

路
の
工
事
も
始
め
ら
れ
る
は
ず

で
あ
る
。
そ
の
変
貌
は
速
く
、

僕
ら
の
幼
い
日
の
山
の
面
影
さ

え
失
わ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
か

ら
、
ま
し
て
遠
い
昔
の
こ
と
な

ど
、
想
像
も
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
だ
ろ
う
。

十
年
後
、
あ
る
い
は
二
十
年

後
に
、
ま
た
厚
樫
道
を
歩
く
と

き
、
僕
ら
の
隕
に
う
つ
る
も
の

は
何
で
あ
ろ
う
。
ぱ
た
し
て
そ

の
と
き
に
も
、
深
緑
、
鷦
鳥
の

厚
樫
道
ぱ
な
お
存
在
し
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
学
級
生
佐
藤
秀
世

歩 く効 果 と 正 し い 歩 き方
１

歩
く
こ
と
の
効
果

田

ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
な
り

ま
す
。

歩
く
こ
と
は
気
分
の
転
換

に
な
り
ま
す
し
、
精
神
労

働
の
疲
労
回
復
に
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。

㈲
便
通
や
血
行
を
よ
く
し
ま

す
。

便
秘
が
ち
の
人
は
運
動
不

足
が
原
因
と
な
っ
て
い
る

場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

歩
く
こ
と
は
全
身
運
動
な

の
で
新
陳
代
謝
を
促
進
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２

正
し
い
歩
き
方

圉
上
体
を
ま
っ
す
ぐ
に

○
上
体
は
ま
っ
す
ぐ
に
す
る

前
か
が
み
も
、
そ
っ
く
り

返
り
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

○

腕
の
力

を

抜

き

ま
す

。

○

腕

の
振

り
方

は

、
体

の
少

し

内

側

に

向
う

の

が
自

然

で
す

○

体

は
ど

の
部

分

も
終

始

ゆ

っ

た
り

し

た

姿
勢

を

と
り

ま
す

②

歩
幅

は

七

五

セ

ン
チ

③

左
右

の
足

を

一

線

に

㈲

一
分

間

九
〇

メ

ー
ト

ル
が
平

均
で

す

。

こ

の
調

子
で

い

く

と
十
分

で

九
百

メ

ー
ト

ル
一

時
間

で

五

千
四

百

メ

ー
ト

ル

。
こ

れ

よ

り
早

く

て

も
遅

く

て
も

、

エ

ネ

ル

ギ

ー
消

費

量
は

大

き

く

な
り

ま
す

。

フ

ープ
フ

ープ
歩

き

が

か
え

っ

て

疲
れ

る
の

は
こ

の

た

め
で
す

㈲
足
や
腰
を
強
く
し
ま
す
。

人
間
の
肉
体
の
衰
え
は
ま
ず

足
、
腰
に
く
る
も
の
で
す
か

ら
、
毎
日
つ
づ
け
で
歩
い
て

い
れ
ば
老
化
を
防
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

㈲
太
り
す
ぎ
を
な
お
し
ま
す
。

美
食
を
つ
づ
け
運
動
量
が
少

な
い
と
カ
ロ
リ
ー
が
過
剰
に

な
り
中
年
太
り
に
な
り
ま
す

美
食
を
控
え
、
歩
け
歩
け
運

動
な
ど
適
度
な
運
動
を
つ
づ

け
ま
す
と
、
見
違
え
る
よ
う

に
ス
マ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。

㈲
一
日
ゼ

キ

ロ
が
適

当

㈲

ク
ツ

ぱ

ゴ
ム
底

⑦
芝
生

の

上

が
最

高

㈲

歩

き
疲

れ
を

と

る
方

法

運
動

す

る
と
糖

分

が
使

わ
れ

ま
す

の

で
砂

糖
水

に
レ
モ

ン

を
入

れ

て
飲

む

と
き

き
め

が

あ
り

ま

す
。

レ
モ

ン
は
息

ぎ

れ
を

直

し
て

く

れ
ま
す
。

足

の
甲

が
熱

く

な

る
と

長
続

き

し

な
い

の
で

、

冷
た

い
水
で

冷

や
す

の
も

一
方

法

で
す

ス

ネ
や

フ

ク
ラ
（

ギ

が
痛
く

な

、
つ
た
ら

足
を

熱

にい
湯

と
水

に

交

互
に

つ
け

る

と
早

く
回

復

す

る
よ

う
で

す

。

㈲

心
臓
機

能
障

害

・
高

血
圧

・

糖
尿

病

等

の
人

は
、

医
師

と

相

談
し

て

か
ら

歩

き
ま
し

ょ

くにみ



々
匹
心
放

し

ま
し

ょ
う

酒
の
み
運
転
〃

（
大

木
戸
交

通
安
全
母

の
会
Ｓ
Ｓ

）

私
達
の
悩
み
は
、
日
ご
と
に

増
え
る
交
通
事
故
の
防
止
に
つ

い
て
で
す
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
か
ら
の
血
な

ま
ぐ
さ
い
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が

毎
日
目
に
と
ま
り
ま
す
。
そ
の

中
で
酒
の
み
運
転
に
よ
る
事
故

の
何
と
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

わ
た
く
し
ど
も
の
毎
日
の
生

活
の
中
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
が
こ
れ
ら
の
事
故
の
原
因

を
つ
く
っ
て
ぱ
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。

例
え
ば
、
新
築
、
増
築
中
の

家
庭
で
、
職
人
さ
ん
へ
の
酒
の

も
て
な
し
で
す
。
夕
方
車
で
来

て
い
る
と
知
り
な
が
ら
、
酒
を

勧
め
る
人
が
ま
だ
ま
だ

多
い
よ
う
で
す
。
こ
ん

な
時
、
二
合
ビ
ン
な
ど

を
、
家
に
帰
っ
て
ゆ
っ

く
り
飲
ん
で
く
だ
さ
い

と
、
持
た
せ
て
や
る
等

の
方
法
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

運
転
者
と
知
り
な
が

ら
、
一
杯
だ
け
、
と
酒

を
勧
め
、
飲
ん
で
は
悪

い
と
思
い
な
が
ら
つ
い

一
杯
、
こ
ん
な
甘
い
考

え
が
幸
わ
せ
だ
っ
た
家

庭
を
不
幸
の
ど
ん
底
に

つ
き
お
と
し
て
し
ま
い

ま
す
。

交
通
安
全
協
会
で
い
く
ら
頑

張
っ
て
も
、
み
ん
な
一
人
一
人

の
協
力
、
自
覚
が
な
け
れ
ば
、

と
、

考
え

ま
す
。

力
・
酒

は

飲
ま

な
い

飲
ま
せ
な
い
ク

こ

こ

で
酒

飲

み
運

転
の

追
放

を

誓

い

ま
し

ょ
う
。

今

日

の
、

そ

し

て
明
日

の
幸

福
を

守

る

た

め
に
も

。

（

毋
の

会

の
Ｓ
Ｓ

さ
ん

氏
名

住

所

を
お

知
ら

せ

く
だ

さ
い

）

ポ
ン
プ
操
法
競
技
郡
大
会

第
二
分
団
第
一
部
　
優
　

勝

第
十
六
回
伊
達
支
部
の
ポ
ン

プ
操
法
大
会
は
四
月
二
十
七
日

保
原
町
営
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て

開
か
れ
、
当
町
か
ら
出
場
し
た

第
二
分
団
第
一
部
は
自
動
車
ポ

ン
プ
の
部
で
優
勝
、
第
三
分
団

第
一
部
は
五
位
と
い
う
成
績
で

し
た
。

優
勝
し
た
チ
ー
ム
は
八
月
中

に
行
わ
れ
る
県
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
沖
縄
復
帰
記
念
事
業
）

藤
田
郵
便
局
だ
よ
り

歴
史
的
な
沖
縄
の
本
土
復
帰

も
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
郵
政
省
で
は
こ
の
記
念

す
べ
き
復
帰
記
念
事
業
と
し
て

定
額
貯
金
の
販
売
等
の
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

こ
れ
ら
の
事
業
に
協
力
さ
れ
た

方
に
は
記
念
と
し
て
沖
縄
の
民

芸
品
を
差
し
上
げ
る
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
ね
が
い

申
し
上
げ
ま
す
。

国見町部落会長名簿　（昭和47年度）

部落会名丿　班数 世帯数　　部葉会長名
駅　　前　　ア　　りO　 斎　藤　惣　次
銷　　町　　6　　69　 佐久間　　　正
大 町 南　 ８　　 引　 菊 地　　 清

々　　北　10　　80　 桂　島　幸　一
本　　町　　9　　7ﾝ　 後　藤　豊三郎
言 町 南　9　　90　 武　田 彦一郎

ク　　北　11　　109　
吉　田　勝　由

町　　東　　4　　46　 滝 川 長左工門
宮　　東　　2　　21　 神　林　隆　夫
鶉　　町　　2　　18　 中　野　　　勇
上　　野　　2　　22　 佐　藤　正　司
石磴田東　　2　　32　 高　野　要次郎
ク　　表　　3　　20　 佐　藤　久　造
芻　　北　　3　　27　 宍　戸　已　吉
々　　原　　4　　44　 菊　地　忠　顕
々　　西　 ア　　32　 佐 藤 喜左工門
山 崎 北　3　　43　 高 橋 外 記
滝　　 山　　4　　42　 吾　妻　四郎造
山 崎 舘　3　　36　 吉　田　重兵奕

々
小 舘　5　　45　 吉　田　栄 作

源 宗 山　10　110　 中　山　　 弥
小　　 計　113　1  , 1 59

小　　坂　　4　　57　 後　藤　清四郎
太 田 川　5　　41　 佐 藤 源 蔵
前　　 田　　6　　43　 安　藤　清　吉
板　　 橋　　5　　55　 野　村　隆　一
泉 田 上　5　　38　 佐 藤 喜 一
々　　中　　8　　44　 日　黒　ク､太郎
.ク　　下　　5　　39　 宍　戸　平　助

鳥　　 取　　5　　5｛｝ 高　橋　丑　
蔵

内 谷 西　3　　28　 鴨　田　安 蔵
々　　東　　7　　50　 菅　野　正　明
小　　計　53　　445

第　　1　　8　　57　 佐久間　森　正
第　　　2　　b　　　39　佐　藤　　　甫
第　　　3　　4　　44　 武　田　龍　尾
第 ，　4　　7　　46　 斎　藤　義　吉
徳 江 北　　8　　60　 斎　藤　正　利
第　　7　　3　　29　 後　藤　正　美
第　　 ８　　６　　４】 実　沢　平　作
第　　9　　9　　57　 村　上　豊　一
第　　10　　4　　21　 岩　綺　新　一
第　　11　　4　　20　 高　橋　勇　記
第　　12　　6　　58　 佐　藤　倉　治
小　　 計　64　　472

貝　　田　　９　　凵４　 斎　藤　太　郎
光 明 寺　6　　66　 渋 谷 四 市
高　　城　　6　　61　 八　島　　 進

大 木 戸　7　　67　 松 浦 芳 蔵
山　　 根　　6　　63　 菊　池　慶　雄
小　　計　34　　371

原　　町　　4　　30　 佐　藤　弥士一
築　　舘　　3　　16　 松　浦　義　男

並　　
柳　　2　　24　 松　浦　　　登

中　　部　　4　　33　 玉　手　寿　朗
北　　部　　3　　19　 佐　藤　　　甫
川　　 内　　7　　70　 大　浪　政　吉
小　　計　23　　192
合　　 計　288　2,639
会　長　玉 手 芳 朗　世帯総数　2.639
副会長 斎 藤 義 吉
会　計　斎 藤 太 郎　回覧総数　347

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
四
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　

敬
称
略
す
）

死
亡
囗
　
氏
　
　
　

名

年
令

住
　
　
　
　
　
　

所

４
、１
　

佐
藤
　

サ
ク
　
5
7
　森
山
　
東
新
田
3
2

5
　
宍
戸
　

ま
ん
　
8
9
　藤
田
　
日
向
一
、一
の
２

ｍ
　

安
藤
　
フ
サ
　
8
7
　泉
田
　
川
北
6
9

叮
　

高
橋
　
豊
一
　
7
3
　鳥
取
　
堰
下
7

1
8
　佐
藤
ツ
ル

ヨ
　
萌
　

藤
田
　
町
尻
一
、
1
5

2
0
　菊
地
　
ツ
ギ
　
8
3
　石
磴
田
国
見
山
下
２
の
3

2
2
　一
条
　
（

ツ
　
7
9
　小
坂
　

向
川
原
1
5

2
3
　斎
藤
　
一
重
　
８
　
石
母
田
割
田
３
の
1

2
4
　鑓
水
　
正
憲
　
１
　

山
崎
　

南
古
舘
5

2
8
　神
林
新
太
郎
　
6
3
　泉
田
　
赤
坂
6
2

2
8
　村
上
　

運
作
　
6
8
　大
木
戸
原
町
稗

。



出
六
ぞ
金
環

ス
ニ
つ
）

こ
こ
に
も
あ
っ
た

み
ご
と
な
石
室
（
大
木
戸
古
墳

）

大

杢

尸
厚

樫

山
麓

一
帯

に

古

墳

が
散
在

し

、

こ

れ
ま

で

に
そ

の

ほ

と
ん

ど

が
開
墾

さ

れ
、

県

史

を
飾

る
「

わ

ら

び
刀

」
　（

大

杢

尸
小

学

校

保
管
）

を

は
じ

め

古

代

の
歴

史
を

物

語
る

多

く

の

貴

重

な
遺

物

を

出

土
し

た

と

い

う

こ

と

に

つ
い

て

は
先

月

号
で

述

べ

た

と

こ

ろ
で

あ
る

二

匸
ん

ど

、

最

後

に

殘
さ

れ

た
唯

一

つ

の
古

墳

が
開
墾

さ

れ
る

こ

と

に

な
っ

た

の

で
、

こ

れ
を

緊

急
調

査

し

て

み

た

と
こ

ろ
、

み

ご

と

な

石

室

と

立
派

な

金
環

。（
耳

飾

り

）

二

個

が

あ
ら
石

れ

、
関

係

者

を

喜

ば

せ
て

い

る
。

こ
の
古
墳
は
字
煬
捨
に
あ
り

大
杰
尸
古
墳
群
の
一
つ
で
、
こ

れ
ま
で
に
何
回
か
発
掘
さ
れ
た

ら
し
く
、
塚
山
の
半
分
は
削
り

と
ら
れ
、
石
室
を
構
成
し
て
い

た
国
見
石
も
大
半
運
び
去
っ
て

石
垣
材
料
に
さ
れ
て
い
る
。
担

当
者
と
し
て
目
黒
吉
明
先
生
。

調
査
員
は
例
の
考
古
学
研
究
会

の
ダ
ル
ト
プ
五
人
、
四
月
一一
十

九
日
か
ら
五
月
一
日
ま
で
の
三

日
間
、
そ
の
前
に
二
日
間
の
測

量
を
加
え
五
日
間
の
作
業
で
あ

る
。残

さ
れ
た
巨
木
政
石
材
の
間

を
丹
念
に
調
べ
た
結
果
、
耳
飾

り

に
用

い

た
金

環

二
個

、

そ

れ

に

多
数

の
鉄

鏃
（

て

つ

ぞ

く
＝

鉄

の
や

じ
り

）

破

片

が
発

見

さ

れ
、

襌
野

目
銷

木

塚

と
同

じ

古

墳
時

代
中

期
（

約

一

五
〇
〇

年

前
）
の
石

室
古
墳

と
思

わ

れ
る

。

今

回

の
発

掘

に
当

っ

て

は
地

主

佐
藤

光
一

さ
ん
、

耕

作
者

高

村

春

雄
さ

ん
の

ご
理

解

と

鼠
食

の
賄

い
一

切
を

お
引

受

く

だ

さ

れ
た
村
上
鉄
男
さ
ん
ご
一
家
の

ご
協
力
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼

を
申
上
げ
る
。
た
だ
、
緊
急
調

査
の
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

お
知
ら
せ
す
る
ひ
ま
が
な
く
、

特
に
郷
土
史
研
究
会
の
皆
さ
ま

の
現
地
研
修
の
好
機
を
み
す
み

す
逸
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
ま

こ
と
に
残
念
に
思
う
次
第
で
あ

る
。
　
　
　
　
（
鈴
木
生
）

さ
あ
、
今
年
も
ヤ
る
ぞ
／

事
業
・
予
算
な
ど
決
る

（
国
見
町
揶
土
史
研
究
会
）

国

見
町

郷
土

史
研

究

会

で

は

五
月

五
日
午

後

一

時
半

か

ら
町

民

福
祉

セ
ン

タ

ー
老

人

子

ど
も

室

で
総

会
を

開

き
、

汨

年

度
の

庶

務
、

会
計

の
報

告

や

新
年

度

の

事
業

計
画
、

予

算

な

ど
を

審

議
し

た

。
会

員
一

六

八
名

（
昨

年

は
一

三
八
名

）

中

出
席

七

十

名

と
な

か
な

か
の

好

成
績

で
、

「

今

年

も
大

い

に

が
ん

ば

ろ
う
」

と

か
す

か
す

の
事

業
を

決

め
、

決

意

を

表
明
し

て

午

後
四

時

散

会

し
无

。
今

年
度

の
予

算

は
約

一
〇

万
、

主

な
る

事

業
次

の

と

お
り

。
講
演
会
　
　
　
　

三
回

講
習
会
　
　
　
　

二
回

展
示
会
　
　
　
　
　
一
回

史
跡
探
訪
会
（
見
学
旅
行
）

三
回

民
俗
資
料
調
査

会
報
発
行
　
　
　

二
回

現
地
研
修
会
（
発
掘
調
査
、

古
民
家
移
築
工
事
に
協
力
）

研
究
会
参
加
奨
励
　

数
回

尚
入
会
希
望
者
は
年
会
費
金

三
〇
〇
円
を
添
え
本
会
会
員
、

役
員
に
申
込
め
ば
よ
にい
。

随
時
受
付
け
て
い
る
。

明
治
学
級
だ
よ
り

○
四
月
十
二
日
（
水
）
午
後
一

時
半
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

役
員
会
を
開
き
、
開
講
式
等

に
つ
い
て
協
議
す
る
。
三
八

名
出
席

○
四
月
十
八
日
（
火
）
午
後
一

時
よ
り
開
講
式
を
行
な
う
。

出
席
一
七
〇
名
、
記
念
品
と

し
て
名
入
れ
の
資
料
つ
づ
り

を
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
印
刷

物
を
大
切
に
保
存
す
る
こ
と

を
申
合
せ
る
。
名
物
だ
ん
ご

で
舌
つ
づ
み
を
打
つ
。

○
次
回
の
お
知
ら
せ

時
日
　
五
月
二
十
五
日
（
木
）
午
後
一
時
半
よ
り

場
所
　
町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
　
丈
夫
で
長
生
き
す
る
ひ
け
つ

講
師
　
藤
田
総
合
病
院
長
　
本
宿
尚
先
生

町
長
選
挙
を

立
会
演
説
会
制
に

今
年
は
任
期
満
了
に
と
も
な

う
町
長
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す

が
、
町
長
選
挙
の
立
合
演
説
会

に
関
す
る
条
例
制
定
の
た
め
の

運
動
実
行
委
員
（
代
表
、
佐
野

喜
代
志
さ
ん
外
五
名
）
で
こ
の

ほ
ど
町
当
局
に
対
し
立
合
演
説

会
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
の
要
望
書
を
、
町
内
有
権
者

有
志
五
四
八
名
の
署
名
簿
を
添

え
て
提
出
し
ま
し
た
。

三
月
の
定
例
町
議
会
で
も
一

般
質
問
が
あ
り
、
町
長
は
こ
め

こ

と
に
関

し

前
向

き
の

姿
勢
で

取

り
組

む
こ

と
を

約
束

し
て
お

り

ま
す

。

立
合
演

説
会

は
、

候

補
者

が

同
じ

条
件

の

も

と
で
、
自

分
の

町

政
に
対

す

る
所

信

と
公
約
を

の

べ
有

権
者

が
候

補
者
を

良
く

理
解

し

て
投

票
で

き
、

ま
た
有

権
者

の
町

政

に
対

す
る

意
識
の
‥

高
揚

に

も
つ

な

が
り
「

明

る
く

正
し

い

選
挙

運
動
」

に
も
大

い

に
役

立

つ
も

の

と
し

て
期
待

さ

れ

ま
す

。
　
　
　
（

佐
野
記

）

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（
四
月
中
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　
敬
称
略
す
）

出

生
日
　

氏
　
　
　

名
　

親

名

と
続

柄
　

住
　

所

４

、３
　

佐
藤
　

悦

子
　

仁
　

の
長

女
　

藤

田
　

北
2
1

5
　

佐

藤
　

勝
志
　

隆
造

の
３

男
　

森

山
　

下
鶉

町
2
8

7
　

笠

松

ひ

ろ
え
　

文

夫

の
長

女
　

大

杢

尸
原
町
６

７
　

笠

松

ひ

と
み
　

文

夫

の
２

女
　

大

杢

尸
原
町
６

７
　

草

野
　

理

恵
　

弘

道

の
長

女
　

藤

田
　

中
沢

一
、
・１１
‥

ｍ
　

斎

藤
　
　

正
　

正

勝

の
長

男
　

徳

江
　

舘
ヶ

崎
2
0

1
0
　後

藤
　

智

子
　

正

男

の
２

女
　

徳

江
　

親

郷
４

卜

’阿

部
　

正

行
　

靖
博

の
長

男
　

石

母
田

駒
場
1
8

卩
　

高

野
　

明

弘
　

繁

治

の
長

女
　

小

坂
　

小

坂
1
0

卩
　

秦
　
　

雅
信
　

裕

俊

の
長

男
　

藤

田
　

日

渡
四

、
2
1

2
4
　鑓

水

．正

憲
　

正

春

の
長

男
　

山

崎
　

南

古
舘
５



平
泉
・
気
仙
沼
の
旅

わ
れ
ら
明
治
学
級
生
四
六
名

（
男
三
〇
名
女
一
六
名
）
は
、

青
葉
若
葉
の
好
時
節
五
月
八

―

九
の
二
日
間
、
あ
こ
が
れ
の
み

ち
の
く
の
旅
、
平
泉
、
気
仙
沼

方
面
に
修
学
旅
行
を
し
た
。

八
日
午
前
六
時
半
車
庫
を
出

発
、
十
一
時
平
泉
到
着
、
ま
ず

凰
食
を
と
っ
て
腹
ご
し
ら
え
、

正
午
か
ら
二
時
ま
で
中
尊
寺
、

金
色
堂
、
謳
衙
蔵
な
ど
八
百
年

の
昔
を
し
の
び
、
毛
越
寺
を
見

学
し
て
午
後
三
時
一
の
関
を
後

に
す
る
。
そ
れ
よ
り
気
仙
沼
ま

で
北
上
山
系
横
斷
、
曲
り
く
ね

っ
た
道
路
は
相
馬
に
至
る
霊
山

越
え
に
似
て
い
る
。
一
時
間
半

で
気
仙
沼
に
達
し
、
巨
釜
、
半

造
な
ど
景
勝
圸
を
観
賞
し
な
が

ら
唐
桑
半
島
を
南
下
、
先
端
御

畸
に
建
て
ら
れ
た
国
民
宿
舎
。

「
か
ら
く
わ
荘
」
に
岫
る
。
一

泊
二
食
一
六
〇
〇
円
に
し
て
は

上
々
の
で
き
た
。
こ
の
あ
た
り

一
帯
陸
中
海
岸
国
立
公
園
で
、

夜
中
に
き
じ
の
声
が
き
こ
え
る

翌
九
日
早
朝
み
ん
な
で
散
歩
に

出
か
け
る
。
リ
ア
ス
式
海
岸
特

有
の
海
岸
美
、
そ
れ
に
加
え
る

に
国
立
公
園
と
し
て
の
施
設
も

着
々
と
進
ん
で
い
る
。
完
備
さ

れ
た
遊
歩
道
、
展
望
所
、
キ
ャ

ン
プ
場
、
み
ん
な
の
広
場
、
夏

場
の
に
ぎ
や
か
さ
が
思
い
や
ら

れ
る
。
八
時
半
出
発
、
小
鯖
と

い
う
小
漁
港
か
ら
連
絡
船
に
の

つ
て

対
岸

大

島

に
渡

る

。
浦

の

浜

か

ら
亀

山

に

登

る
リ

フ・
ト

に

の
る

。
総

長

九
〇

〇

余

ノ
ー
ト

ル
、

十

二
分

で
標

咼
二
五
〇

メ

ー
ト

ル
の
頂

上

震

望
台

に
達

す

る
。
こ
こ
か
ら
気
仙
沼
湾
、
唐

桑
半
島
が
眼
下
に
見
お
ろ
せ
、

瞶
れ
た
と
き
ぱ
圉
金
華
山
か
ら

北
は
宮
古
方
面
ま
で
見
え
る
そ

う
だ
が
今
日
は
あ
卜
に
く
も
や

が

か
か

っ

て

何
も

見
え

な

い
。

早

々

に
降

り

、
再

び

連

絡
船
で

湾
内

の
か

き

い

か
だ

や
両

岸

に

立

な

ら
ぶ

石

油

タ
ン

ク
、

漁

船

魚

市
場

な

ど

眺

め
・
な

が
ら

気

仙

沼

釧

着

、
折

か

ら

北
洋

に
出

漁

す

る

サ

ケ

ー
マ

ス
船

の
出

港

を

に兄
送

る

お

玄
け

が

あ
り

、
途

中
岩
井

畸
で

具
食

を
と

り
丶

潮
吹

き
な

ど
の

奇
勝

を
見

て
帰

路
に

着
く

石
巻

松
島

塩
釜

仙
台

な
ど

の
ラ

ッ

シ

ュ
も

難
な

く
切

り
ぬ

け
定

刻
六

時
に
車
庫
に
撫
事
着
い
た
。
大

半
何
ら
か
の
持
病
を
七
つ
だ
老

令
者
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
人

の
異
常
者
も
な
く
、
元
気
で
帰

れ
た
こ
と
を
み
ん
な
で
喜
び
合

つ
た
。
　
（
団

長
藤

田

勝
衛

記
）

コ
土
フ
ス
教
室
の

お
す
す
め

み
ん
な
で
楽
し
く

う
た
い
ま
し
よ
う

四
十
六
年
四
月
に
公
民
館
で

開
設
し
て
い
る
諳
教
室
の
う
ち

コ
上
フ
ズ
教
室
と
し
て
発
足
し

満
一
年
を
迎
え
で
、
今
年
度
か

ら

Ｉ
人
立
ち
の
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ

ブ
国
見
フ
ロ
ー
イ
ン
と
し
て
活

動
し
て
ま
し
り
ま
し
す
。

発
足
当
時
は
調
律
の
悪
い
オ

ル
ガ
ン
で
の
練
習
で
し
た
が
、

現
在
は
新
し
い
ピ
ア
ノ
で
、
県

北
中
学
校
板
垣
先
生
の
指
導
を

受
け
毎
月
第
二
、
第
三
日
曜
日

の
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で

練
習
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
町
文
化
祭
の
芸
能
発

表
会
に
初
ス
テ
ー
ジ
を
ふ
み
、

今
年
、
五
月
十
四
日
に
は
、
管

内
随
一
の
伝
絖
と
キ
ヤ
リ
ヤ
を

誇
る
梁
川
町
の
コ
ー
ル
ア
ン
ポ

ク
ラ
ブ
と
の
交
歓
発
表
会
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
な
や
み
は
、
こ
の

文
化
的
町
に
し
て
は
メ
ン
バ
ー

が
少
な
い
こ
と
で
す
『
。

多
数
の
愛
好
者
の
入
会
を
歓

迎
い
た
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
練
習
当
日
お
い

で
に
な
る
か
、
公
民
館
（
福
祉

セ
ン
タ
ー
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

こ

う

ほ

う

さ

ま

画

像

碑

群

も

お
引

越

し

厚
樫
山
中
腹
一
帯
に
か
け
て

散
在
す
る
三
十
三
観
音
・
八
十

八
大
師
合
せ
て
百
二
十
一
基
の

画
像
碑
は
、
県
内
で
も
珍
し
い

も
の
と
し
て
町
の
文
化
財
に
指

定
、
大
切
に
こ
れ
を
保
存
さ
れ

て
い
た
が
、
廈
北
高
速
自
動
車

道
開
設
の
た
め
移
転
の
や
む
な

き
に
至
り
、
こ
の
ほ
ど
地
元
関

係
者
の
手
で
こ
れ
を
完
了
し
、

今
月
四
日
午
前
十
一
時
か
ら
現

地
標
識
前
で
法
要
を
行
っ
た
。

徼
ら
た
に
移
さ
れ
た
場
所
は
、

高
速
道
路
の
上
方
、
松
林
や
雑

木
林
の
中
に
。
な
る
べ
く
こ
れ

ま
で
の
お
姿
を
こ
わ
さ
ぬ
よ
う

散
在
さ
れ
て
い
る
。
道
路
が
完

成
す
れ
ば
、
石
母
田
又
は
山
根

の
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
り
、
側
道
を

通
っ
て
参
拝
す
る
こ
と
に
な
り

国
見
町
は
も
ち
ろ
ん
伊
達
の
平

野
を
一
望
に
見
お
ろ
せ
る
「
国

見
山
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
絶

好
の
展
望
台
に
な
る
だ
ろ
う
。

あ
つ
か
し
俳
句
会
（
四
月
十
五
日
）

兼
題
　
「
朧
」
　
　「
馬
酔
木
の
花
」
　

席
題
「
葱
坊
主
」

米
　
馬
酔
木
咲
く
練
塀
曽
っ
て
勲
五
等
　
　
　

早
田
　

灰
為

米
　
裹
だ
な
の
主
の
庭
の
花
馬
酔
木
　
　
　
　

奥
山
　
甲
二

※
’
　別
れ
来
て
立
塞
が
り
し
山
お
ぼ
ろ
　
　
　

斎
藤
黄
鶴
楼

米
　
犬
吠
え
て
酔
漢
わ
め
く
花
お
ぼ
ろ
　
　
　
　
　

一
　
陽

米
　
招
く
、手
の
触
れ
て
こ
ぼ
る
る
花
煬
酔
木
　
　
　

勝
　

ヱ

や
　
花
馬
酔
木
こ
ぼ
れ
て
白
き
濆
　
　
　
　
　
　
　

正
　

一

米
　
生
涯
を
何
も
出
来
ず
に
夢
お
ぼ
ろ
　
　
　
　
　

廁
　

仏

米
　
　朧
夜
の
影
を
偲
び
て
来
る
夜
か
な
　
　
　
　
　

雨
　

田

米
　
朧
夜
の
ポ
ス
ト
に
文
の
音
を
聞
く
　
　
　
　
　

蔦
　

水

米
　
め
ぐ
り
来
て
愛
宕
の
山
の
鐘
朧
　
　
　
　
　
　

山
　
万

米
　
居
士
信
女
眠
れ
る
丘
や
花
馬
酔
木
　
　
　
　
　

泰
　

山

米
　
魁
け
て
咲
け
ど
馬
酔
木
は
つ
つ
ま
し
く
　
　
　

貞
　

詒

米
　
焼
香
を
終
り
て
丘
の
花
馬
酔
木
　
　
　
　
　
　

吐
　

絹

米
　
お
ぼ
ろ
夜
や
け
い
こ
帰
り
の
手
振
り
あ
り
　
　

祥
　

平

米
　
や
お
ら
か
き
風
に
居
眠
る
葱
坊
主
　
　
　
　
　

は
ろ
子

米
　
面
影
の
お
ぼ
ろ
に
昇
る
だ
び
の
煙
　
　
　
　
　

昭
　

子

米
　
月
お
ぼ
ろ
後
姿
の
若
か
り
き
　
　
　
　
　
　
　

加
わ
平

米
　
あ
つ
か
し
の
夜
汽
車
か
ほ
る
に
遠
ざ
か
る
　
　

い
　

え

※
　
満
水
の
池
に
た
ゆ
た
う
お
ぼ
ろ
月
　
　
　
　
　

秋
　

子

米
　
月
計
ぼ
ろ
会
え
ぼ
や
か
ら
な
言
交
す
　
　
　
　

栄
　

平
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